
ふくしま学力調査について概要説明     

 「ふくしま学力調査」は，福島県教育委員会が

2019年から始めたもので，子ども一人一人の学力

や意欲について継続的に調査を続けて，学習改善

を図るというものです。 

 
＜問題用紙と回答用紙が別形式です＞ 

○ 対象学年 小学４年生～中学２年 

○ 調査内容  

・ 国語，算数（中学では数学）学力調査 

・ 学習意欲・方法，生活習慣等に関する調査 

○ 調査結果の活用 

 ・ 個人結果票をもとに，前年度からの変化を

確認し，児童生徒に学習改善に向けたアドバ

イスを行います。 

○ ２０２１年生活習慣調査結果より 

 ・ 授業の予習や復習に取り組む児童生徒の方

が、学力が高い傾向が見られた。 

・ 教科や学年により差はあるが、読書の冊数

が多いほど学力が高い傾向が見られた。 

・ ゲームの時間が長いほど、学力の高い児童

生徒の割合が低くなる傾向が見られた。 

ウクライナの首都等の呼称の変更について  

 日本政府は，ウクライナ支援及び連携を深める

策として，ウクライナの首都等の呼称をウクライ

ナ語に基づくものに変更することにしました。 

【主な変更例】 

ウクライナ語（新） ロシア語（旧） 

キーウ キエフ 

チョルノービル チェルノブイリ 

オデーサ オデッサ 

ドニプロ ドニエプル 

 今後，各種文書においてウクライナに関するも

のは，ウクライナ語表記で表します。 

県「感染拡大防止重点対策」5/15まで延長 

福島県は，感染者急増を受け感染拡大防止重点

対策を５月１５日まで延長することにしました。 

① 4/13現在の福島県の現状 

  総感染者数４３,８５９人（内死者200人） 

年代別 人数 年代別 人数 

10歳未満 7,400人 10代 7,002人 

20代 6,142人 30代 6,869人 

40代 6,369人 50代 3,982人 

60代 2,825人 70代 1,624人 

80代 1,106人 90代 530人 

  感染者数で一番多いのは１０歳未満の子ども

たちで，次いで１０代，２０代と続きます。こ

の若年層だけで４７％を占めています。 

  新型コロナの感染が始まった頃は，高齢者の

感染と重症化が心配されましたが，現在では子

どもたちへの感染が一番心配されます。 

② 感染拡大防止重点対策の主なポイント 
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